
‭保‬‭護者さま‬
‭２０２４年１０月吉日‬

‭大蔵小学校PTA会長‬

‭第１回実行委員会報告書‬

‭　朝夕に涼しさを感じる季節となりました。‬
‭日頃よりPTA活動へご理解・ご協力いただきまして、ありがとうございます。‬
‭さて、９月１７日（火）１０時より多目的ホールにおいて第１回実行委員会を開催いたしましたので、‬
‭下記の通りご報告いたします。‬

‭記‬

‭司　会：校内担当副会長‬
‭出席者：岩月校長/榎本副校長/学級代表委員長/学級代表委員/ベルマーク委員長/卒業対策委員長/‬

‭本部７名　計２１名‬

‭１．挨拶‬
‭【岩月校長先生より】‬
‭　着任して５か月目になりました。最初は門に立っていたが、二か所ある為現在は各クラスを回ってい‬
‭ます。子どもたちから挨拶をしてくれて、校内の雰囲気はとても良いです。２学期から急な生活時程の‬
‭変更についてご理解頂きありがとうございました。来年度に向けて運動会を秋に変更しようかと考えて‬
‭います。１０月に行う連合体育大会縮小、又、今回から設置したテントですが、保護者の方から見えに‬
‭くいというご意見を頂きました。子ども達は春開催だと暑さに慣れていない為、運動会後に体調崩した‬
‭子も多くいました。その為、暑さに慣れた１０月の中旬から下旬に変更を考えています。‬
‭詳細が決まりましたらまたお知らせいたします。‬

‭【榎本副校長先生より】‬
‭　暑さの中子どもたちの戸外活動が減りました。全体的に教室にいる時間が多いので、体力を持て余し‬
‭ているようです。今後暑さも落ち着いてくると思うので、戸外活動時間が増えてくることと思います。‬
‭PTAの改革が始まって３年。ネコスタも始まり、一緒に子どもたちを盛り上げていけたらと思います。‬

‭【山﨑会長より】‬
‭　子育てで大切にしているお話をしました。（９年前、子どもが幼稚園の頃に幼稚園の副園長からも‬
‭らった資料を抜粋）‬
‭「黙って叱る」‬
‭　こどもはときどきしかられたいと思うことがあるようだ。こどもがしかられたいと思っているときに‬
‭は、はっきりしかってやらなければいけない。しかられるのが甘えの一種になっているのかもしれな‬
‭い。～中略～お母さんがこどもをしかり出したらきりがない。口がすっぱくなるほど言っているうち‬
‭に、口がおかしくなるであろう。とげとげしい母親の声をきかなくてはならないこどもはつらい。‬
‭　ときには口を休めるのである。どうするのか、などというほどのことでもない。黙ればいい。こども‬
‭にとって、お母さんに黙られるほどこたえることはない。それに比べたら、ガミガミ頭ごなしにやられ‬
‭ている方がどれだけ気楽かしれないと思うだろう。‬
‭　ことに男の子にとって、お母さんが黙ってしまうのがこわい。黙ってしかる。これにかぎる。げに、‬
‭沈黙は金なり。‬

‭２．活動報告‬
‭♦学級代表委員会より♦‬
‭　１年生：お話会と書籍購入‬
‭　２～６年生：書籍購入‬
‭　６年生は卒業対策委員会と合同で３月にイベントを実施予定‬
‭『感想』‬
‭　　ラインを活用するなど、工夫しながら活動することができてとても良かった。‬
‭　又、わからないことはすぐに本部から返答があったので助かった。‬
‭　子ども達の嬉しそうな顔が見られる機会があったので良かった。‬



‭♦卒業対策委員会より♦‬
‭　去年度までは謎解きで個別だった為、今年度は全員で楽しめる企画にした。‬
‭→イベント準備、当日はネコスタで募集するかもしれない。‬
‭『感想』‬
‭　　みんなで和気あいあいとできている。‬

‭♦ベルマーク委員会♦‬
‭　去年の得点で、ティーボールセットと得点板を購入。‬
‭『感想』　‬
‭　　集計作業が大変で、現在慣れている方が家庭で集計作業を行ってくれている。‬
‭　今後、係に変更した場合、どのようにしていくのか話し合っていきたいと思う。　‬

‭３．本部より‬
‭　１(承認事項)　臨時総会開催の決議。来年度の委員会廃止について‬

‭　　来年度は委員会を廃止し、全てを係化したい。係化（通年作業を無くし単日型）にすることで、‬
‭　本部も含めて軽量化になる。今後全てを係化するにあたり、規約の改正を行いたい為、‬
‭　臨時総会を開きたい。‬
‭　→出席者の１／２以上の賛成により、承認。‬
‭　　以前から広報委員会は任意であり、今年度は立候補者２名だった為、本部２名も加わり‬
‭　広報係として活動している。‬

‭２(承認事項)　今年度の選出会を２～５年としたい‬
‭　　　現１年生の会員数が少ないことから、今年度の選出会を２～５年生としたい。新１年生の会員‬
‭　　確保の方法については現在検討中で、会員減少に伴う選出会の方法も今後検討が必要である。‬

‭　　≪質問・意見≫‬
‭　　Q１：会員数が少ないから１年生を外すとの事だが、志があるからむしろ入れてはいいのでは？‬
‭　　A１： 確かにその通りではある。しかし、兄弟がいるのでそのまま入っているのが現状。‬
‭　　　　   人数が本当に少ないので負担が大きくなることを懸念している。‬
‭　　Q２：各学年ではなく、全学年から選出するのはどうか？それなら負担は少ないのではないか？‬
‭　　A２：本部でも選出方法について話が出ていたので検討。‬
‭　　‬
‭　　１年生の会員が少なくなった要因として、今年度から紙の申し込みからフォームへ変更したこと、‬
‭　保育園や幼稚園に役員がないこと、大蔵小学校ＰＴＡの正しい情報ではない情報が出回っているなど‬
‭　が考えられる。全国PTA規約の観点からも、以前のような強制入会は避けなければいけない。‬
‭　　PTA活動は、子どもたちの命を守る防犯も兼ねている為、入会を促す対策として、‬
‭　紙での入会確認書配布・回収とし、以前のやり方に戻す方向。‬
‭　　また、係化することで現在の規約がゼロベースになることから、会員・非会員という括りも検討す‬
‭　る必要がある。そして、ＰＴＡという考え方の団体も減少傾向にあることから、本校もＰＴＡという‬
‭　言葉・考え方も見直す必要があると考えている。‬
‭　　上記について、今後アンケートを実施し、保護者全体で今後の方向性を考えていきたいと‬
‭　思っている。又、そもそも会員、非会員はなしに選出するのかアンケートをとって決めていく予定。‬
‭　　委員会をなくし、全て係に変更する事でPTAの名前と規約という言葉もなくなるかもしれない。‬

‭　≪質問・意見≫‬
‭　　Q１：PTAがなくなった後、本部経験者がいなくなった後のビジョンはあるのか？‬
‭　　A１：本部がなくなったら稼働しない為、できる人ができる時に活動できるように土台を作って‬
‭　　　　   いる。楽しいことを伝え、細く長くつながって欲しいと思って活動している。‬
‭　　　　   土台があるので誰にでもできるように環境を整えているところである。‬
‭　　Q２：途切れる時があるのでは？‬
‭　　A２：視野には入れている。考えていると縮小が出来ない。学校を改革しているのではなく、‬
‭　　　　   保護者の意識を改革している。細く長くつないで、１人か２人がやってくれれば良い。‬
‭　　Q３：そもそも本部をやりたくないので、本部の人数を減らし、その分係を増やしてほしい。‬
‭　　A３：委員会を廃止し、係化することで係の人数が増え、その人数を取りまとめる必要がある。‬
‭　　　　  その為、PTA本部の母体を増やし、１人１人の負担を減らしたいと考えている。‬

‭　→承認事項から確認事項に変更。２学期中に決めてアンケート実施、その回答を元に選出方法を‬
‭　　 検討していく。‬



‭　３(報告)　地区委員会廃止による地区活動廃止、これに伴う地区会計について‬
‭　　　‬‭残った活動費は、１地区は募金をし、他地区は本部に寄付。‬
‭　　来年度の定期総会で会計報告する予定。‬

‭４(相談)　配布物の準備係の募集について‬
‭　　　‬‭本部では５月に定期総会、６月集金のお便り、３月次年度に向けてのお便りを印刷している。‬
‭　　家庭数６００近いものを印刷して分けたりするのは、正直本部の負担が大きい。書記が担当だが、‬
‭　　現状は本部役員の来れる人が集まって印刷、配布準備をしている。係を作り、可能な日に手伝って‬
‭　　いただけるととても助かる。今現在は子どもに直結することを係にしているが、印刷は本部に‬
‭　　直結している。係をつくるのには相談が必要な為、今回相談というかたちになった。‬

‭　 ≪質問≫‬
‭　　Q１：データで流すのはどうか？‬
‭　　A１：ペーパーレスの為できるだけ配信を行っているが、データだと見ずに流れてしまいがち‬
‭　　　　  である。大切なことは紙ベースにして渡すことで、少しでも目に留めてもらえるのでは‬
‭　　　　  ないかと 思い配布している。‬
‭　≪意見≫‬
‭　　・昔、議案書の作成係がいたのでいいのではないかと思う。‬
‭　　・本部を知っているのは本部経験者のみなので、係で関りがあれば何をやっているのか見えて‬
‭　　　くるのであってもいいと思う。‬
‭　‬
‭　‬‭→作る方向で検討を進める。‬

‭　‬‭５(依頼)　本部確認が必要な書類について‬
‭　　　‬‭本部はメリハリをつける為に長期休暇は活動を控えている。本部や委員会双方に家庭を‬
‭　　優先できるなどのメリットに繋がるので、長期休暇作業にならないように考慮して書類を‬
‭　　作ってもらえると助かる。しかし、絶対ではないのでその時はご相談下さい。‬
‭　　‬
‭　６(報告)　ベルマーク活動、地域団体協力について‬
‭　　・テトラパック‬

‭ポプリホールのカフェにて、テトラパックを大量に使用している為、PTAを通さず大蔵小学校の‬
‭名目で 発送しポイントにしてくださることになった。ダンボールの受け回し等は、市議会議員‬
‭の方に動いてもらっている。‬

‭　　・こども１１０番‬
‭ご高齢の家庭や、廃業店舗が数件あったので、こども１１０番の見直しをした。現在、協力をお‬
‭願いしている対象は、防犯の観点から、企業と大蔵小に通う（通っていた）家庭のみとなってい‬
‭る。昨年度に引き続き、今年度は１１０件の協力者に対し、お礼状を郵送した。その葉書に授業‬
‭の一環として４年生にメッセージを書いてもらった。子どもたち自身がこども１１０番の家の存‬
‭在を知るとともに、地域の方々への感謝を届ける授業となっている。‬

‭　　‬
‭　７(連絡)　今年度の活動内容について‬

‭・大蔵小学校４５周年の記念品として、防災７点セットと下敷きの２点を１０月に全児童に‬
‭　配布予定。今後も子どもに還元できるように活動していきたい。‬
‭・ボッチャや、大蔵のどんと焼きに協力する予定。‬
‭・集金をバーコード決済にし、保険をネット対応に変更したことにより、個々の可能な時間帯で‬
‭　稼働できるようになった。校内で行う事ばかりではなく、家庭でもできることが増えてきてい‬
‭　る。‬

‭＜今後のスケジュール＞‬
‭２０２５年２月　第２回実行委員会(日程は、１２月中にお知らせします)‬

‭以上‬


